








World Communion of Reformed Churches: WCRC)1 とアングリカン・コミュニオンの
最初の対話は、1984 年に、『神の国と私たちの一致』（God’s Reign and Our Unity: The 
Report of the Anglican – Reformed International Commission）と題された合意声明を発表
し、大きな成果を残している。今般、新たに「世界改革派教会 - 世界聖公会国際対話
国際委員会」（International Reformed Anglican Dialogue: IRAD）が組織され、その記念
すべき第 1 回の国際委員会が、2015 年 10 月 26 日から 31 日にかけて、南インド・ケ
ララ州・コチにおいて開催され、論者も世界聖公会側委員の一人として参加した。委
員会は、両教会各 6 名、計 12 名の神学者で構成される。毎年 1 回、約 5、6 年に亘っ
て世界各地で開催されることになっており、第 2 回国際委員会は、2016 年 9 月 1 日
から 8 日まで、英国・ケンブリッジで行われ、また、第 3 回は、2017 年 9 月に、米
国・プリンストンで開催されることが決定されている。記念すべき初回会議が南イン
ドで開催された理由は、「南インド教会」（Church of South India: CSI）が、聖公会と改
革派を中心に、「シカゴ・ランベス 4 綱領」を基軸に誕生した歴史的な合同教会であり、
アングリカン・コミュニオンと WCRC の両方の正式メンバーであるからである。
　本稿では、『リマ文書』（Baptism, Eucharist and Ministry: BEM）に至る、世界教会協
議会（World Council of Churches: WCC）信仰職制委員会における歴史的議論における
要点を踏まえた上で、ヨーロッパにおけるルーテル教会、改革派、合同教会諸教会の
合意である『ロイエンベルク協約』（Leuenberg Concord）、さらには、聖公会－改革派
1  「世界改革派教会連盟」（World Alliance of Reformed Churches: WARC）が、2010 年 6 月、もう一つの改
革派世界組織であった「改革派エキュメニカル教会協議会」（Reformed Ecumenical Council: REC）と
合併され、世界改革派教会共同体（WCRC）に再編された。現在、公表データによると、WCRC は、
225 教会、約 8 千万人、アングリカン・コミュニオンは、38 管区、約 8 千 5 百万人の信徒数を数える、
世界でも最大級の「キリスト教世界共同体」（Christian World Communions: CWCs）である。 
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　神田はまず、WCC における職制をめぐる議論の歴史を 3 期に分類する 4。第 1 期は、
第 1 回信仰職制世界会議（ローザンヌ、1927 年）から、アムステルダムで開催された、
WCC 第 1 回総会（1948 年）に至る期間で、神田は、これを「比較教会論」（comparative 
ecclesiology）期と名付ける。第 2 期は、WCC 第 1 回総会から、第 4 回信仰職制世界
会議（モントリオール、1963 年）にかけての期間で、これを「キリスト中心的教会論」
期と呼ぶ。第 3 期は、第 4 回信仰職制世界会議から、リマで開催された、信仰職制委
員会（1982 年）までで、「可見的一致」（visible unity）期である。
　第 1 期のローザンヌ会議からアムステルダム、WCC 第 1 回総会に至る「比較教会
論期」の課題の一つは、教会の職制理解をめぐる各教会の共通性と相違性とを明らか
にしてゆくことにあった。ローザンヌ第 1 回信仰職制世界会議（1927 年）報告書には、





3  神田健次「今日における教会のミニストリー－ WCC「リマ文書」の一考察－」（関西学院大学神学研
究会『神学研究』第 32 号、1984 年 3 月号）参照。


























　1963 年にモントリオールで開催された、第 4 回信仰職制世界会議は、エキュメニ
カル信仰職制運動においても重要な意味を持つ機会となった。それは、「教会にお
ける信徒使徒職の再認識」に他ならない。ハンス・ルード・ウェーバー (Hans-Rued 




5  Cf. L. Vischer (Hg.), Die Einheit der Kirche. Material der ökumenischen Bewegung (München 1965).
6  Ibid., p.37.








会となった。1968 年にウプサラで開催された、WCC 第 4 回総会には、ローマ・カト
リック教会は、オブザーバーとして 15 名の代表団を派遣した。また、正教会諸教会は、











　第 4 回信仰職制世界会議から、リマ信仰職制委員会（1982 年）にかけての第 3 期
の特徴は、この時期に、エキュメニカル信仰職制運動の目標地点が、明確に、「可見












8  Cf. The Ordained Ministry, in : Faith and Order, Louvain 1971, Faith and Order Paper no.59 (Geneva: WCC 
Publications, 1971). 正教会の影響は、按手におけるエピクレーシスの強調などに見られる。































継承」の問題であった。1974 年の『アクラ文書』（Accra: One Baptism, one Eucharist 
10  Baptism, Eucharist and Ministry(BEM), Faith and Order Paper no.111, the "Lima Text" (Geneva, WCC 
Publications, 1982), Ministry, para.7.
11  BEM, Ministry, paras.13-14.
12  BEM, Ministry, paras.15-16.
13  BEM, Ministry, para.26.
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14  『アクラ文書』は、1971 年にルーヴァンで開催された WCC 信仰職制全体会を経て、1927 年以来の研
究成果を集約した文書で、正式には、『一つの洗礼、一つの聖餐、相互に承認された教会の奉仕職』
(One Baptism, one Eucharist and a Mutually Recognized Ministry: Three Agreed Statements) というタイトル
が付されている。『アクラ文書』は『リマ文書』の礎石として位置づけられる。Cf. One Baptism, one 
Eucharist and a Mutually Recognized Ministry: Three Agreed Statements, Faith and Order Paper no.73 (Geneva, 
WCC Publications, 1975). また、アクラ会議の議論については以下を参照のこと。Accra 1974. Meeting 
of the Commission on Faith and Order, July/August 1974 Ghana ( Geneva: WCC Publications, 1974).
15  BEM, Ministry, para.34.
16  BEM, Ministry, para.37.






























　1971 年教会会議で合意された協約草案が各関係教会に送付され、1971 年から 1973
年の間に、合計 241 の応答があった。第 2 回ロイエンベルク教会会議が、1973 年 3
月 12 日から 16 日にかけて開催され、1973 年 3 月 16 日に、『ロイエンベルク協約』
（Leuenberg Concord）最終案が採択された 21。同最終案は、さらに関係各教会に送付
され、1974 年 9 月 30 日までに承認を呼びかけ、その時点で、50 以上の諸教会が承認
19  Wilhelm Hüffmeier and Colin Podmore (ed.), Leuenberg, Meisen and Porvoo Consultation between the 
Churches of the Leuenberg Church Fellowship and the Churches involved in the Meissen Agreement and the 
Porvoo Agreement （Frankfult: Verlag Otto Lembeck, 1995）p.81.
20  Ibid.,p.82.
21  『ロイエンベルク協約』の本文については以下を参照。http://www.leuenberg.net/sites/default/files/media/
pdf/Publications/Konkordie-en.pdf（2016 年 11 月現在）
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22  Leuenberg, Meisen and Porvoo Consultation between the Churches of the Leuenberg Church Fellowship and 
the Churches involved in the Meissen Agreement and the Porvoo Agreement, op.cit.,p.82.
23  Community of Protestant Churches in Europe (CPCE) 公式サイト参照。http://www.leuenberg.net/node/692
（2016 年 11 月現在）















年から 1984 年にかけて「アングリカン・コミュニオン」（Anglican Communion）
と「世界改革派教会連盟」(WARC) 間で行われた、「聖公会－改革派教会国際対話」
（International Anglican- Reformed Dialogue）である。この国際対話には、聖公会、改
革派が長年共に作業を担ってきたインドなどの合同教会代表も招かれた。「聖公会－
改革派国際対話」の成果は、報告書『神の国と私たちの一致』（God’s Reign and Our 










26  Leuenberg Concord, para.36.
27  Leuenberg, Meisen and Porvoo Consultation between the Churches of the Leuenberg Church Fellowship and 
the Churches involved in the Meissen Agreement and the Porvoo Agreement, op.cit.,p.68.
28  God’s Reign and Our Unity: The Report of the Anglican – Reformed International Commission(GROU) (London: 
SPCK/St Andrews Press, 1984)paras. 25-72.
29  GROU, paras.73-79.

































31  GROU, paras.73-79.
32  BEM, Ministry, para.9.
33  GROU, para.77.

































36  BEM, Ministry, para.17.
37  GROU, para.79.


































40  「それでは、一緒に集まっても、主の晩餐を食べることにならないのです」（Ⅰコリント 11:17-22、新
共同訳聖書、日本聖書協会）。
41  GROU, para.81.
42  GROU, para.82.
43  GROU, para.83.

































45  GROU, para.86.
46  GROU, para.87.
47  GROU, para.88.





























49  GROU, para.90.
50  GROU, para.91.
51  GROU, para.92.



























53  『マイセン共同声明』については、“On the way to Visible Unity: A Common Statement”,  in Anglican-
Lutheran Agreement, pp.129-144. 参照。『リマ文書』との関連では、BEM, Ministry,paras.15,16. 参照。
『ポルヴォー共同声明』については、“Conversation between The British and Irish Anglican Churches and 
The Nordic and Baltic Lutheran Churches: The Porvoo Common Statement”, in Anglican-Lutheran Agreement, 
















54  The Meissen Common Statement, para.16.
